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平成３０年第１４回松阪市教育委員会定例会会議録 

 

平成３０年１２月１２日（水）教育委員会室 

 

議題 

 

報告事項 

１．松阪市立小中学校空調設備整備ＤＢＯ事業の落札事業者決定について 

２．松阪市部活動指針について 

３．平成３０年度１１月児童生徒の問題行動等について 

４．第２回松阪市フルマラソン開催準備委員会について 

５．第１２回美し国三重市町対抗駅伝について 

 

出席者 

教育長                 中 田  雅 喜 

委員（教育長職務代理者）        鷲 尾  節 子 

       委員                  竹 内  一 

       委員                  長 島  彩 子 

       委員                  岡 田  光 生 

 

出席事務局職員 

       局長                  松名瀬  弘 己 

       次長                  伊 藤  卓 哉 

       教育総務担当参事兼教育総務課長     青 木  俊 夫 

公民館マネジメント担当参事兼 

生涯学習課長              藤 武  利 文 

国体推進担当参事兼国体推進室長     山 口  真 澄 

飯南飯高教育環境連携担当参事兼 

西部教育事務所長            久 世  徹 

学校教育課長              有 瀧  弘 晃 

       学校支援課長              萬 濃  正 通 

子ども安全・安心担当監         小 泉  恵 希 

子ども支援研究センター所長       野 田  幸 範 

松阪公民館担当監            永 田  明 美 

スポーツ課長              松 林  正 人 

スポーツ施設管理担当監兼管理係長    水 本  博 

国体推進室担当監            井 田  精 一 

中部台管理事務所長           中世古  雅 男 

給食管理課長              上 山  孝 一 

北部教育事務所長            中 村  雅 一 

健康福祉部こども局こども未来課長    谷 中  靖 彦 

産業文化部文化課文化財担当監      松 葉  和 也 
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午後４時００分開会 

 

○教育長 

ただ今から平成３０年１２月第１４回松阪市教育委員会定例会を開催いたします。 

なお、傍聴の申し出がございましたので、私の方で許可をいたしました。ご報告を

申し上げます。 

○教育長 

それでは、事項書に従いまして、進めさせていただきます。 

本日は、議案としての案件がございませんので、報告事項から入らせていただきま

す。報告事項につきまして事務局から説明願います。 

（事務局説明） 

○教育長 

ただ今の事務局の説明に対し、ご質問、ご意見はございませんか。 

◆委員 

 松阪市の中学校クラブ活動指針をご説明いただきましたが、私もずっとクラブ活動

を指導してきた中でやはり実際にかなり負担になることもありましたが逆にやりが

いもございました。そんな中で勤務時間の問題、先生方の健康管理も含めていろいろ

な指針が出ていると思います。松阪市以外の他の市町の状況などはどうでしょうか。

どうしても大会等が近づいてくると勝ちたいという気持ちが強くなり、これは子ども

も保護者もいっしょだと思うのですが、学校長の許可を得て練習試合を入れたりとさ

れているとは思うのですが、学校での練習が限られてくるとスポ少へという子どもた

ちが出てきて、ウエイトがそちらへいくのではないかという心配もあると思います。

そういったことも含めてこの指針について中学校として徹底していただいた中でい

ろんな弊害も出てくると思いますがしっかりと検証をいただき学校の活性化につな

げていただきたいと思います。 

◎事務局 

 他市町の状況でございますが、県内２９市町全ての聞き取りをさせていただいた訳

ではございませんが、既に国県のガイドラインを作る前に部活動の指針を作っている

市もございました。まだ未だに作成をしていない、県のガイドラインに準ずるという

形で運用している町もございました。松阪市は、教育長も日頃から部活動の重要性も

謳われておりますので松阪市もガイドラインに沿った指針を作成するということで

この一年をかけてＰＴＡや学校の代表の方のご意見も聞きながら作成をさせていた

だいたという経緯がございます。ご指摘のように部によっては、市の大会で終わるも

のもあれば、市、県の予選、国と一つの大会で日程が続いていくと大会に合わせての

練習というのがモチベーションになりますので、どうしても土日に練習を入れるとい

うこともあります。全てひと括りではいかないところをクラブにあわせて学校長の判

断で日を設定するというふうにさせていただきました。それとこれには運動部だけで

はなく、文化部も入っています。吹奏楽などもコンクールにあわせて集中して練習し

なければならないですし、町の行事等に参加する場合の練習等もあって、子どもたち

にとってモチベーションや意欲の向上にもなります。今年指針を出させていただいて

来年運用する中で不具合等については、その都度修正もしていきたいと思います。最

後に外部へのクラブについてですが、生徒数が減少してきておりますので今まであっ
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たクラブが存続できにくくなっているという現状もあります。加えて例えばボーイズ

リーグであるとか社会体育のチームに入っていて中学校のクラブは、中学校によって

名称は違いますが、外部のクラブに入っている子どもたちが集まっているクラブとか

中学校によっては陸上部にみんなが入っているなどあるのですが、これからの現状に

あわせて中学校も対応していかないといけない時代になってきたのかなと思ってお

ります。 

◆委員 

 社会体育の方と兼ねていくには、やはり金銭的、経済的な負担もありますが、親と

してはやらせてあげたいという気持ちとでジレンマもあると思います。今後も対応等

よろしくお願いしたいと思います。 

◆委員 

 市長・教育長と語る会に出席をした際に、保護者からクラブに関しての意見で、朝

練に関しては、指針で触れていないと思いますが、保護者の方からは、朝練があると

朝ご飯を食べてから給食までがかなり時間があるので朝ご飯をクラブが終わってか

ら少し食べさせてはという意見が出たと思うのですが、朝練に関しては触れていませ

んがそのあたりはどう考えてみえるのでしょうか。 

◎事務局 

 話し合いの中でも朝練習のことについても限定して何か枠組みを作るのかという

ような話も出ました。ただ朝練習はやっていない学校もありますので、このことに関

しましては、各中学校での対応としております。クラブのやり過ぎで授業にならない

ということでは困りますので、各中学校でも生徒の体調等について配慮してやってい

ただけるものと思っております。 

○教育長 

この件に関しましては、委員おっしゃるとおり市長・教育長と語る会でも話題にな

りました。これについては、一年をかけて今原案を作っていてなるべく早い時期に出

していきたいと思いますし、現状とか状況にあわせていろいろと変更もしていきたい。

ただ、観点は、子どもにとってクラブ活動がどうなのか、子どもの体力にとってクラ

ブ活動がどうなのか、という形でいろいろ見ていきたいなと思います。また、先ほど

委員も言われましたが、金銭面の負担というのはかなりあるところもありますし、早

朝練習の時の子どもたちの様子なども議論していく必要があると思います。状況を踏

まえて子どもにとってどうなのかという視点で一年間じっくり今の指針を施行しな

がら改善をしていきたいなと思っています。参考までに昨年全国大会に出れたのは何

チームくらいあったでしょうか。 

◎事務局 

 中学校の全国大会に出場された人数は昨年度１７名、一昨年度が１０名です。これ

はソフトテニスの団体であったり、陸上の個人であったりまちまちです。 

○教育長 

中学校でも今、本市から全国に出ていっている子どもたちは結構いますので、そう

いった子どもたちの活動も保障しながら、教職員の働き方改革という観点で検討もし

ていかなければと思いますので、これについては、教育委員会でも何回か話題に上が

ってくると思いますのでよろしくお願いいたします。 

◆委員 
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フルマラソンのことで少し準備委員会の雰囲気というのをお聞きしたいのですが、

資料にこれまでにないマラソン大会を開催してと記載があって、その下段に毎年２０

０回開催されているということで、後発の松阪としては、なかなかこれまでにないと

いうものを見つけ出すのが今後非常に難しいのではないかと水を差す訳ではないの

ですが準備委員会としては今どういう雰囲気なのか教えていただきたい。 

◎事務局 

委員がおっしゃられるように後発で都道府県の中でフルマラソンをやっていない

のは、三重県と福井県の二つとなっています。後発である以上これまでにないマラソ

ン大会をしなければ続けていくことができないと考えております。準備委員会の中で

詳しいことは決定していませんが、他にない魅力というものを作っていかないと毎年

２００回開催されていますが、落ちてきているマラソン大会も数多くあるということ

でございますので、今回初めて実施するということでこういったマラソン大会にして

いかないといけないというふうに思いながら作っていきたいと思っております。 

○教育長 

後発県の強みというのは、先進県のいいとこ取りができるんです。例えば松阪市の

ように小さな規模の市町が中心となってやっているところで、田舎ですが参加者がた

くさん来ているのは、地域の方々がしっかり応援しているからというような良いとこ

ろを取ったり、開催時期もいくつか有名な大会がある中でどの大会とぶつけていこう

かなどです。開催時期を４月くらいにしたらどうか、行政は異動の時期ですので４月

は、ぽっかりと空いているし、ぽかぽかと良い季節でもあります。いろんなところへ

先進地視察に行き、良いところを集めてくることが出来るのも後発の魅力と言えるの

かなと思います。今担当は、全国を回って良いところを集めに行っている状況です。 

◎事務局 

 今年度に入ってから水戸市や松本市を見せていただきました。水戸市は今年で３回

目、松本市は今年で２回目でした。残念ながら松本市は、台風の影響で第２回目が実

施することが出来なかったんですが、準備の時点から教えていただいているところで

す。また、松阪のマラソンを持続していくためには、特色を出していかなければなら

ないと思っています。それにおいては、現在のマラソンの現状等の資料も作り、他の

マラソンとも比較しながら、持続した開催ができるよう準備したいと思っております。 

◆委員 

 フルマラソンに関してですが、準備委員会の中で医師会からのメンバーも入ってい

てかなり厳しい意見が出ていると思います。シティマラソンではなくてフルマラソン

の場合、必ずと言っていいほど心肺停止者が出るということで、その場合の救護体制

なんですが、本当にそういうことが起こった時にどうするかということを医師会や三

病院に丸投げしてしまうのではなく、準備委員会の中でシミレーションするとか或い

は松阪市だけではなく、日赤とか三重中央医療センター、ハートセンターなどの応援

態勢をしっかりするなど惜しみない救護のネットを作っておくということを確実に

していただくようにお願いしたいと思います。 

◎事務局 

 委員おっしゃられたところは、一番大切なところかと思っております。現在は準備

委員会でございますが、来年度早々には実行委員会という形で、その中には医師会だ

けではなく、三病院も入っていただきたいと考えておりますし、実行委員会の中から
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救護に関する専門委員会のようなものを作って、丸投げということではなくいろんな

意見もいただきながら、三重県で唯一のフルマラソンとなりますので松阪市だけでは

ないような部分も検討する必要があると認識しております。 

○教育長 

他にご質問、ご意見はございませんか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

ご質問、ご意見がないようですので、報告事項１から５は、承認したいと思います

が、いかがでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声） 

○教育長 

異議なしということでございますので、報告事項１から５は、承認いたしました。 

報告事項が終了いたしましたので、その他の項に入ります。事務局から「その他の

項」で何かありませんか。 

◎事務局 

国道１６６号線飯南町粥見地内の通行止の状況について報告 

○教育長 

少し補足をさせていただきますと台風後、始めは臨時休校を行って、飯高中学校へ

のスクールバスで飯南高校の生徒の通学支援をさせていただきました。その後、国道、

市道が全面通行止めとなり、報告のとおりの通学支援を行いました。かなりきめ細か

く西部教育事務所で対応をいただきましたのでご報告をさせていただきます。 

○教育長 

ただ今の事務局の説明に対してご質問等はございませんか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

ご質問等は、ないようでございますので、委員の方々から何かございませんか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

 ないようでございますので、事務局から次回の定例会の日程報告をお願いします。 

◎事務局 

次回の教育委員会定例会でございますが、１月１６日水曜日、午後１時３０分から

教育委員会室で開催いたしますのでよろしくお願いいたします。 

○教育長 

それでは、これで平成３０年１２月第１４回松阪市教育委員会定例会を閉会いたし

ます。 

 

午後４時４５分閉会 


